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「40年間の収支計画グラフ」では、修繕積立金額（年額）、修繕積立金残高、大規模修繕費用等が表
示されます。

折れ線グラフは、修繕積立金残高の推移を示してい
ます。数値は右側の目盛で確認します。

＜参考＞
本事例では、2024年に行われる大規模修繕工事費
が、修繕積立金残額を超えており、修繕積立金残額
がマイナスになっています。
これは、現状の積立金徴収計画では、大規模修繕
工事費が賄えない可能性があることを示しています。
また、2036年以後は修繕積立金残高が常にマイナ
スであり、経常的に資金不足に陥る可能性があるこ
とを示しています。

棒グラフは、該当年度の収支金額を示しています。
収入は０より上側に積み上がり、支出は０より下側
に積み上がります。
数値は左側の目盛で確認します。
＜収入項目＞
・修繕積立金
・一時徴収金
・運用による収入
・専用使用料繰入金
＜支出項目＞
・大規模修繕工事費
・既存借入の返済額

資金不足となる年次と
修繕積立金の不足額が示されます。

修繕積立金の年間総額、
平均月額、専有面積あ
たりの月額単価などが
表示されます。

収支計画グラフの見方
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シミュレーションでは、各工事ごとに工事周期を設定しており、その周期に合わせて修繕工事費が発
生する仕組みとなっています。

■パターン①（上記試算では12年に１度） →仮設、屋根防水、床防水、外壁塗装等、建具・金物等、共用内部及び外構・附属設備に
関する工事

■パターン②（上記試算では６年に１度） →鉄部塗装等に関する工事
■パターン③（上記試算では15年に１度） →空調・換気設備、情報・通信設備及びエレベータ設備（補修）に関する工事
■パターン④（上記試算では20年に１度） →給水設備（管更生）、排水設備（管更生）、電灯設備等及び消防用設備に関する工事
■パターン⑤（上記試算では30年に１度） →ガス設備及びエレベータ設備（取替）に関する工事
■パターン⑥（上記試算では40年に１度） →給水設備（管交換）、排水設備（管交換）に関する工事
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＜主な工事のパターン例＞

④

②

②
③

④

③

収支計画グラフの見方
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修繕積立金残高が不足する結果が出た場合などについては、不足額について、修繕積立金の増額
及びローン利用を想定した改善シミュレーションを行うことができます。

「40年間の収支計画グラフ」の下部にある『資金収支の改善シミュレー
ションを行う』ボタンをクリックすると、改善された資金収支計画が表示さ
れます。

改善シミュレーションでは、次の計算を行っています。
①修繕積立金の増額
②一時的に修繕積立金が不足する年度におけるローン
の利用（共用部分リフォーム融資）

③一時金の徴収（①、②でも不足額が生じる場合）

改善シミュレーション結果については、『段階増額積立方
式』と『均等積立方式』の２タイプについて表示する事が
できます。

ローンを利用するため、返済額に応じて、修繕積立金徴
収額を増額した内容（増額分は紫色の棒グラフで表示）
が表示されます。

改善後の修繕積立金徴収額について、年間総額、戸当
たり月額及び改善前の徴収額からの増額分について、
表示されます。

＜参考＞

収支計画グラフの見方
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＜参考＞『段階増額積立方式』と『均等積立方式』の違いについて

■段階増額積立方式 ■均等積立方式

段階的に修繕積立金を増額していく方式です。徴収額は５年単位で増
額していきます。
増額負担は緩やかに変動しますが、後年の負担額は大きくなります。

シミュレーションで想定している期間内に要する費用を均等に増額す
る方式です。
初期に大幅な増額を要しますが、後年の負担額を軽減することができ
ます。

収支計画グラフの見方



Ａの期間［年］
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＜参考＞提案積立金徴収額の考え方

シミュレーション上で、41年目以降で最初に到来する外壁塗装等改修工事を伴う大規模修繕工事の実施年の来年度繰越金が
黒字（予備費の額）となるように提案積立金徴収額を設定します。

2072

各年の修繕積立金会計において、予備費
（緊急時に備えて最低限残しておくべき
金額）以上の残高がある場合は、マン
ションすまい・る債で運用する想定で計
算を行っています。

収支計画グラフの見方

シミュレーション上は、表
示されていない次回の大
規模修繕工事（2072年）
の収支まで計算していま
す。この時点で予備費が
残る設定となっています。

提案積立金額※［円/年］＝
Ｂ［円］－Ｃ［円］＋Ｄ［円］

Ａ：最初に到来する外壁塗装等改修工事を伴う大規模修繕工事の翌年か
ら、41年目以降で最初に到来する外壁塗装等改修工事を伴う大規模修
繕工事の実施年

Ｂ：Aの期間に実施する大規模修繕工事の総費用（消費税を含む。）

Ｃ：Aの期間における専用使用料からの繰入金総額

Ｄ：予備費

※段階増額積立方式の場合は、５年毎に一定の割合で毎年の修繕積立金を増額します。なお、この場合Ａの期間における修繕積立金額の合計が同期間における提案積立金徴収額の合
計と一致するように増額幅を設定します。

（均等積立方式の場合）
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＜参考＞表示項目について

収支計画グラフの見方

収支計画グラフには以下の項目が表示されます。

※改善シミュレーション時のみ

表示

横軸・年

縦軸（左）・万円単位

縦軸（右）・万円単位

表示項目 表示色 キャッシュフロー表上の表示項目

修繕積立金(年額) ■（水色） “修繕積立金年度合計”（増額金額を除く金額）

修繕積立金(年額、増額分)※ ■（紫色） “修繕積立金年度合計”のうち、増額した金額

専用使用料繰入金 ■（紺色） “専用使用料等からの繰入金”

運用による収入 ■（灰色） “修繕積立金の運用益年度合計”

一時徴収金※ ■（オレンジ色） “一時徴収金”

借入金※ ■（緑色） “借入額(改善時利用)”

大規模修繕費 ■（赤色） “推定修繕工事費年度合計”

既存借入の返済額 ■（黄色） “借入金の償還金年度合計”

修繕積立金残高 ― （赤線） “修繕積立金次年度繰越金”

グラフ構成

算出年度

表示金額（棒グラフ）

表示金額（折れ線グラフ）


